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はじめに：これまで、液晶と高分子からなる複合体構造を形成して、液晶の複屈折率の温度依存

性を利用した熱応答型調光素子の開発を行ってきた[1]。ネマチック液晶(NLC)と反応性メソゲン

（RM）の複合体材料に光照射すると、光重合誘起相分離作用により三次元的な微細構造が形成で

きる。本素子は、日射を温度制御できるスマートウインドウなどの応用に期待される。[2]。今回、

新しい手法として、二重回折光学系を構築し、レーザ散乱により生じたスペックルパターンで照

射することで、熱応答型の高分子分散液晶(PDLC)を作製した。照射エネルギーやスペックルパタ

ーンのサイズを詳細に変化させて作製した素子の分光透過率の温度依存性を調べ、その性能を評

価したので報告する。 

実験・結果：メルク社製の NLC(K15)及び RM(RM257)を混合し、これに約 0.1wt. %の光重合開始

剤（N-フェニルグリシン）を加えた。この混合試料をアンチパラレルラビング処理したガラスセ

ルの間隙 10μmに注入し、セルを 60℃程度に保持しつつグリーンレーザ(波長: 532nm)のスペック

ルパターンを照射した。拡散板からの散乱光に二重回折光学系を適用し、レンズの焦点距離とピ

ンホール径を変えて、スペックルパターンサイズを調整して素子を作製した。Fig.1 は、異なるス

ペックルサイズで作製した素子の分光透過率の温度依存性の評価結果である。スペックルパター

ンサイズが 10.2μmから 1.63μmに減少すると、45℃以上での透過率の減少割合が大きくなってい

ることがわかる。スペックルパターンサイズにより透過率の温度依存性にも変化が生じ、レーザ

散乱光の照射条件により調光特性を制御できることが期待できる。 
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Fig.1 Transmittance spectra measured at different temperatures of PDLCs formed by speckle pattern irradiation 
composed of different spatial sizes (a) 10.2μm and (b) 1.63μm.  
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